
漢
字
指
導
　
に
　
つ
　
い
　
て

～

未

配

当

漢

字

を

中

心

　

に
=
3

田

〔
こ
　
は
じ
め
に

こ
の
研
究
は
'
昭
和
三
十
四
年
四
月
初
め
て
教
壇
に
立
っ
て
以
来
'
控
字
の

㍍
T
;
T
に
つ
い
v
j
:
:
'
.
 
'
;
L
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¥
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^
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.
:
:
>
j
L
∴
言
¥
-
-
;
j
t
 
J
圭
:
'
は
I
/
-
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'
j
r
-
し
・
V
.
 
'
'
;
∴
⊥

な
し
て
い
な
い
が
'
中
間
報
告
の
意
-
1
K
で
発
表
し
、
ご
指
道
を
循
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

ま
ず
へ
槻
字
の
学
習
と
い
-
こ
と
に
は
い
ろ
い
ろ
な
甥
合
が
あ
る
が
'
節
一

に
必
叫
な
こ
と
は
「
詰
む
」
と
い
う
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て

の
考
え
&
%
>
蝣
へ
て
み
る
.

昭
郊
1
,
二
十
-
1
H
r
L
:
-
f
.
蝣
-
:
;
:
'
;
:
>
-
　
芋
㌫
持
,
宗
　
ト
よ
・
;
I
L
'

〇
第
一
学
年

什
　
　
∵
別
:
'
r
:
-
・
;
:
,
r
∴
。
中
小
¥
;
-
"
<
-
>
、
'
-
¥
"
j
c
小
　
　
　
　
　
豆
v
v
川

f
f
l
-
l
l
の
る
よ
-
に
努
め
る
こ
と
O

O
第
二
学
年

∵
阿
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等
刑
二
∴
　
　
　
圭
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⊥
　
　
∴
寧
　
　
　
ろ
J
-
J
う
∴
i
'
i
C
'
>
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麗
麗
革
i
f
f
1
3

当
用
批
字
別
品
　
以
外
の
お
も
な
当
用
持
字
に
読
み
慣
れ
る
こ
と
。
ま
た
'

そ
の
他
の
当
用
浜
字
も
読
妙
る
よ
-
努
の
る
こ
と
.

と
*
>
-
<
蝣
-
-
し
八
　
二
L
t
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
に
1
-
4
-
蝣
ご
;
・
悠
二
八

T
:
,
O
　
㍉
∴
　
　
÷
ヱ
ト
ー
r
 
'
-
'
K
*
こ
工
[
里
-
 
f
i
'
'
J
^
t
て
い
る
r
J

∵
」
I
-
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∵
　
　
い
十
∵
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I
E
I
P
'
V
v
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<
¥
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;
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-
.
-
-
蝣
f
;
.
7
v
j
-
∵
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~
-
V
r
T
.
 
"
"
蝣
蝣
'
・
'
t
'
.
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'
・
'
-
い
'
　
九
・
:
'
九
「
f
 
f
㌦
∴
つ

J
-
(
T
*
[
J
-
三
∴
)
的
こ
.
i
l
t
∵
　
㍗
∴
I
蝣
-
 
:
蝣
*
{
:
/
-
-
・
-
∴
　
亨
.
-
:
-
;
/
i
:
 
"
.
.
 
-
r
 
'
r
J
,
-
'
0

椛
余
が
亨
見
ら
れ
る
こ
と
が
誓
L
.
j
t
い
o
そ
こ
で
へ
教
科
告
の
操
字
即
当
の
状

・
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1
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V
C
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t
 
i
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-
.
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い
*
¥
-
¥
¥
Y
-
-
-
'
;
-
i
　
∵
U
」
'
-
J
¥
-
"
>
'
J
-
A
t
一

Y
A
へ
c
i
l
'
i
∴
:
'
,
 
~
:
-
-
 
'
-
r
∴
∴
に
た
り
て
い
る
。

‥
"
j
-
;
十
＼
∴
　
　
　
十
"
.
v
C
:
-
:
:
'
'
.
!
:
>
」
　
H
r
J
i
r
F
-
-
J
:
　
悠
　
お
目
へ

こ
の
損
字
の
揮
-
r
.
r
を
ど
う
す
れ
ば
'
右
劫
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
・
つ
f
-
 
'
.
.
-
 
"
.
 
'
㌣
蝣
蝣
蝣
蝣
I
)
◆
　
∴
「
J
/
・
>
.
.
.
-
ト
∵
し
・
>
'
-
,
∵
∵
。

以
下
'
実
践
の
あ
と
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
報
告
し
て
い
き
た
い
o

〔
二
〕
　
研
究
の
精
通

一
'
・
∵
一
∵
i
r
　
㌦
二
:
-
.
"
C
L
T
i
-
1
二
十
L
)
-
-
-
:
-
㌫
;
蝣
'
)

ト
　
÷
∴
∴
[
1
1
∴
∵
「
-
∵
」
と
は
'
指
.
・
[
∴
∴
C
-
v
!
川
∵
I
v
-
r
-
ど
"
.
'
r
-
H
'
^
1
寸

の
撲
字
に
対
す
る
認
"
が
薄
-
、
扶
字
の
使
用
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
で
は
'
国
語
科
で
い
く
ら
時
間
を
か
け
て
指
導
し
て
も
そ
の
効
果
は
あ
が

ら
な
い
の
で
'
国
語
科
を
中
心
に
し
て
他
の
教
科
を
担
当
す
る
も
の
も
二
は
字

を
正
し
く
む
き
へ
正
し
-
用
い
る
こ
と
を
提
案
し
'
指
導
者
側
の
意
識
統
一
を

図
っ
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
へ
　
た
だ
へ
　
正
し
い
漢
字
と
い
っ
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
の

で
'
次
の
よ
-
な
項
目
を
作
り
へ
板
哲
へ
プ
リ
ン
ト
に
お
い
て
教
師
が
再
出
発

す
る
こ
と
に
し
た
。
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・

,

-

'

　

　

・

;

卵
白
I
が
8

s

e

a

問

岩
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廿
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.
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・
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廿
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瀬
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・

　

　

　

/

J

I

l

l

.

　

　

　

～

・

一

A
l
　
放

サ
久
-
良

J

臨

B

1

9

線
-
強
　
?
・

G
J
　
-
　
t
F
T

I

/

I

″

放

イ
・
　
　
　
　
一
っ
・

I. 1　-A, ・L

去
　
-
　
す
り

あ
ー
駈

r
f
l
-
　
　
　
　
　
4
-

田
j
^
B
B
?

<
-
　
　
v
'
T

i
・
-
叫
∵
.
1
-

4
'
あ
て
字
へ
字
体
は
あ
る
が
用
い
な
い
も
の
)

一
人
(
ひ
と
り
)
、
お
父
(
と
-
)
さ
ん
へ

下
(
-
v
J
)
さ
い
'
先
(
普
)
ず
、
主
(
お
も
)
な
'

閃
(
ち
)
け
る
'
入
(
は
い
)
る
'

な
ど
'

o
 
J
 
U
-
'
(
'
-
I
:
牢
的
な
も
O
v
:
;
-
-
H

馬
、
必
、
長
'
飛
、
方
'
上
、
成
'
進
、
な
ど
。

日
時
　
　
　
　
<
蝣
)
C
∴
　
　
　
　
は
'
㍉
i
r
A
J
-
り
㌔
‥
r
-
f
P
田
,
V
き
い
と
c
-
1

い
、
と
く
に
'
新
田
;
1
S
字
に
頂
点
を
頂
い
た
。
し
か
し
'
新
し
く
班
字
が
出
て

も
'
そ
れ
は
そ
こ
に
出
た
語
の
一
部
が
た
ま
た
ま
新
出
漢
字
だ
っ
た
の
で
あ

り
'
そ
の
漢
字
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
指
導
す
る
こ
と
は
'
国
語
の
学
習
か
ら
浮

き
あ
が
っ
た
も
の
に
な
り
、
指
尋
の
本
質
を
は
ず
れ
る
の
で
、
ま
ず
最
初
は
、

そ
の
文
蹄
で
の
試
み
と
t
!
味
と
の
指
S
J
に
と
ど
め
、
そ
の
説
が
終
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
'
ひ
と
ま
と
め
に
摸
字
の
試
み
か
え
へ
　
代
表
的
熟
語
へ
構
造
に
つ
い
て
精

薄
す
る
こ
と
に
し
た
O

だ
か
ら
へ
一
つ
の
新
出
班
字
に
つ
い
て
は
、
次
の
順
序
に
よ
り
指
導
す
る
こ

と
に
な
る
。

・
-
　
i
¥
-
>
O
t
'
」
で
C
;
>
ベ
・
t
-
i
i

。
】
　
蝣
X
'
t
か
え

3
　
代
表
的
熟
語

-
　
　
K
t

a
　
誤
り
や
す
い
形

蝣

-

　

i

p

m

L

蝣

U

y

-

C
　
部
　
　
首

d
字
源
(
象
形
・
指
等
の
簡
単
な
も
の
)

そ
う
し
た
体
制
で
漢
字
の
指
導
を
し
て
い
る
時
へ
当
時
使
用
し
て
い
た
学
図

の
「
中
学
校
国
語
」
で
は
一
八
二
の
漢
字
が
未
配
当
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
へ
そ
の
指
道
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
-
間
=
;
g
が
で
て
き
た
o

未
配
当
の
決
字
を
そ
の
ま
ま
学
習
の
場
に
も
っ
て
行
っ
た
の
で
は
文
脈
と
の

つ
サ
'
.
 
-
*
‥
㌣
り
は
う
す
い
L
t
末
T
r
¥
r
.
」
の
蝣
i
l
'
i
十
は
-
f
.
'
-
小
こ
?
'
0
」
　
に
ま
と
め
て
指
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導
す
る
こ
と
も
効
果
は
上
が
り
そ
-
も
な
く
、
ど
-
す
れ
ば
も
っ
と
も
自
然
な

O
!
蝣
.
'
,
:
-
∴
∵
三
言
=
1
㌢
.
_
v
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'
;
"
*
*
j
-
-
蝣
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:
す
る
C
∴
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∵
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江
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f
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.
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他
教
科
の
テ
キ
ス
ト
に
E
i
当
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
教
材
と
一
致
し
た
指
猿
が
可

能
に
な
る
と
思
わ
れ
た
。
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V
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;

て
お
り
へ
他
の
教
科
と
の
共
同
に
よ
る
指
損
の
日
や
す
が
つ
い
た
O

二
、
末
配
当
葎
字
学
　
指
導
試
震

(
u
-
-
-
一
二
十
1
.
ユ
H
-
L
J
i
)

・

・

l

f
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-

¥

-

で
指
導
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
具
隼
的
な
調
撃
だ
i
じ
め
た
.
調
査
の

対
象
は
,
,
J
 
・
の
年
度
か
ら
告
一
学
年
の
み
へ
　
「
土
井
温
生
絹
L
r
中
学
校
折
田

語
』
三
K
:
笠
」
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
た
.

そ
の
結
〓
1
4
に
さ
ら
に
加
え
て
次
の
よ
-
な
指
頂
上
の
抑
景
山
点
を
挙
見
て
試
宗

を
作
成
し
た
。
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l
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る
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'
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や
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頂
3
i
*
E
を
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見
て
み
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'
笹
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'
;
'
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蝣
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こ
れ
に
は
前
述
の
よ
-
に
'
「
お
も
な
」
　
「
そ
の
他
」
と
い
う
こ
と
ば
へ
ご

く
あ
い
ま
い
に
し
か
表
現
し
て
な
く
、
把
a
-
か
で
き
な
い
。

画
蝣
1
　
　
醜

他
に
迂
当
な
,
賢
料
が
な
い
の
で
、
r
文
部
省
　
中
学
年
・
高
校
生
の
班
等
を
説

む
力
'
‥
　
〓
ド
亡
　
:
:
蝣
'
r
て
い
∴
二
、
桔
:
^
r
f
^
E
a
サ
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"
:
^
J
,
に
よ
り
'

未
配
当
校
字
を
「
佼
m
a
の
T
M
い
も
の
」
　
「
使
用
虻
の
任
い
も
の
」
に
分
類
し

た
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=
訂
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'
O
l
ニ
H
J
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^
-
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イ
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i
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∴
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~
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~
r
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H
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∴
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山
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い
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E
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.
r
/
,
l
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他
教
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で
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i
i
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r
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よ
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∵
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蝣
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蝣
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蝣
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L
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.
i
'
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'
-
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-
f
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出
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崇
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'
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-
-
=
み
と
意
味
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指
持
す
る
こ
と
に
し
た
。

仇
　
　
に
h
_
.
'
蝣
蝣
J
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∵
J
い
」
∵
　
上
へ

社
会
科
二
八
、
E
j
科
一
六
,
技
術
㌫
路
科
一
〇
へ
保
榎
体
育
科
五
'

で
あ
っ
た
。

こ
の
試
」
k
を
災
行
す
る
に
あ
た
り
'
こ
の
よ
-
に
わ
ず
か
の
桝
字
に
つ
い

て
、
わ
ざ
-
」
v
j
-
'
r
>
'
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'
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'
∴
r
'
K
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"
わ
V
j
^
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＼
t
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f
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蝣
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＼
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∴
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∴
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C
指

導
に
注
意
し
'
ひ
い
て
は
生
徒
の
学
習
に
大
き
な
形
相
が
あ
る
も
の
と
信
じ
ら

れ
る
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か
し
へ
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つ
い
て
C
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∴
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∴
蝣
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'
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の
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J
L
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'
h
る
r
J
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指
摸
嬰
僕
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改
訂
に
よ
る
移
行
期
で
、
教
科
告
が
l
琵
せ
ず
へ
.
末
配
当

跳
字
'
ま
た
そ
れ
の
他
の
教
科
へ
の
配
当
な
ど
の
調
光
が
中
途
は
ん
ば
に
終
あ

っ

・

V

i2
　
他
教
科
で
末
配
当
;
i
l
字
の
指
導
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
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、
そ
れ

に
.
/
-
X
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す
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.
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i
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c
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を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

華
H
a
s
r
a
u
i
l
w
H
姻
濫
闇
亮

(
E
?
」
三
十
」
蝣
I
V
^
)

-
使
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教
科
吉

昭
押
i
i
;
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'
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草
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二
i
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.
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^
r
i
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t
H
i
x
r
r
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:
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‥
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∴
∴
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T
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蝣
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L
J
,
-
'
^
1
-
-
'
V
.
-
v
-
'
・
'
-
.
_
!
.
'
ト

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
作
成
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
語
科
は
'
「
三
脚
[
1
.
望

土
井
忠
生
拓
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